
【焦らず迅速に】三学期始業式 校長講話 
  

                校 長 山本 周一 

三学期は、３年生にとっては自分の進路決定に向けて、そして１，２年生にはこの１年のまとめ

と次の学年に向けての準備に取り組むことになります。自分自身の状況を見つめて、必要なことは

何かを考え、計画的に進めてください。今日のテーマである「焦らず迅速に」ということは、矛盾

しているような表現に感じられる面もあると思います。「焦る」場面は多くの場合、直面した課題

に対処方法が分からなかったり、対処方法を知っていても時間がなかったりするときに起こりがち

です。一方で「迅速に行う」ということは所定の手順が分かっていて、それを速やかに行っていく

ということです。したがって「焦らず迅速に」というテーマの中には、焦らない状況をどう作るか

ということや対処可能なことを確実に行うためにはどうすればよいかということが含まれます。 

三年生が直面する入試を例に考えてみたいと思います。入試において焦りを生じさせる場面は大き

く三つにまとめられます。①試験会場まで行くまで、②受験会場で予定外のことが起こったとき、

③試験問題が渡されて分からなかったり時間が無くなったりしているときなどです。①については

既に説明会に参加したり下見をしている人は焦ることはほとんどないと思います。もしもあるとす

れば予定していた交通機関がマヒした時でしょう。しかし下見等もしておらず、スマートフォンの

地図で行けるだろうと考えている人は要注意です。スマートフォンは原則持ち込みについて制限さ

れているので焦る要素を一つ自分で作っていることになります。②については、会場校の先生の指

示に従って対応すれば大丈夫です。③については、試験問題は誰もがはじめて見るものですので、

みんな緊張したり、時間が迫ってくると焦ったりします。その中で違いが出るとすれば、問題全体

を把握してどう対応したらよいか見通しをもって問題に向かえるかということだと思います。試験

問題が配られたら、初めに全体を見てみて、解き方の方針が見通せる問題、見当もつかない問題な

どをはじめに把握します。そして、確実にできる問題を見極めて、その問題は取りこぼさないよう

にすることが大切です。出来そうもない問題に時間

をかけすぎて、できるはずの問題に時間がかけられ

なかったりすると、それこそ焦って取りこぼしてし

まいます。全体を把握して、取りこぼしなく積み重

ねる姿勢で臨むことが、焦らず迅速に、そして確実

に行うコツだと思います。 

「焦らず迅速に」というときには、見通しを持っ

て取り組むことが何よりも大切であり、日頃から意

識して取り組むようにしましょう。       【書初めの展示】３階廊下１年生の作品展示 
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【校内研究授業】１月１３日（金）⑤ ３－１美術 榊原先生 

コマ撮りアニメーション「転生中学生」 

本校は、東京都の授業改善推進拠点校として生徒の学力向上を図るため、実践的に研究を行って 

います。今回は、３年３組の美術の研究授業を全教員で参観しました。生徒は課題に対して、タブ

レットを使って工夫しながら楽しそうに授業に取り組んでいました。府中第三中学校長 持田先生

をお招きして、研究協議を行いました。特に、生徒が主体的に学習に取り組む授業づくりの工夫、

ルーブリックを使った評価方法について協議が深まりました。 

 《研究授業の様子》 

 
学校からの連絡 今年もよろしくお願い致します。 

・学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。本年度は、１８５件の回答をい

ただきました。集計して質問に対する肯定的な回答の割合を調べました。「学校が出す連絡文書等

で学校の様子がよくわかる。」８７．５％、「子どもは学校の生活や授業のことについてよく話をし

てくれる。」７４．３％という結果で、回答いただいた御家庭においては、だいたい学校の様子が

わかって回答していただいていると考えました。最も肯定的な回答が低かったのが「学校は、分か

りやすい授業を行っている。」に対する６２．２％でした。本年度は、授業公開も各学期実施でき

ました。その都度、アンケートでご意見を頂き確認をしています。３学期は、３月４日（土）学習

発表会の日に授業公開を予定しています。どうぞ、ご参観頂きご意見をお願いいたします。 

《主な自由意見》 

最も多かった意見は、『学校生活における感染対策』です。そのほとんどが、〈感染対策が過剰で

はないか〉、〈普通の中学校生活を味あわせてあげたい〉というものでした。学校としては、安全を

第一に考え、府中市の方針に合わせて対応していきます。もうしばらく、ご協力ください。 

次に多かった意見は、『データ添付機能が使えるメール配信機能（スマート連絡帳）』についての

利便性の高評価と利用促進の意見です。現在、保護者向け通知についてはスマート連絡帳で配信 

し、生徒にも確認してもらいたい通知は、印刷物として配布しています。学校だよりや月行事予定

は、ＨＰにもアップするようにしています。ＩＣＴ機器の普及、ペーパーレス化・環境保全の流れ

からも利用方法について検討しています。 

それ以外に、『評価方法』、『定期考査の通知方法』、『特別支援教室の運営方法』等についてご意

見を頂きました。参考にさせていただき、検討してまいります。 


